









Moodle (Modular Object−Oriented Dynamic Learning Environment) は、オーストラリアのマーチ
ン・ドゥギアマス (Martin Dougiamas) 氏を中心として開発されたオープンソースの LMS
（Learning Management System）である。LMS は、e ラーニングの実施に必要な学習管理シス
テムである。「高等教育機関における ICT の利活用に関する調査研究（別添 1）機関種別回答
結果」[1]によれば、2015年度の調査におけるMoodle のシェアは、大学 37.1％（125/337）、短
期大学 32.1％（27/84）、高等専門学校 45.7％（21/46）、学部研究科 32.7％（429/1313）である。
なお、久留米大学旭町キャンパスではMoodleを、一方御井キャンパスでは受講生も多く、セ
キュリティを重視する観点から Course Power を利用している。Course Power のシェアは大学









表 1 「情報メディアの活用」の授業のねらい及び内容 


















 The Subject “Use of School Information Media” for the Trainee Teacher 
Librarian using the Moodle 
†久留米大学 文学部 非常勤講師 
†Faculty of Literature ,Kurume Univ. Part-time Lecturer, 
野村知子† 
Tomoko Nomura† 













は、2015 年度に Moodle の小テスト、投票、ディスカッション機能を利用しない形で導入し、
2017年度において、それらを含めて本格的に利用した。本稿ではこれらMoodleの提供する機
能について述べる。また、本稿中の図版は 2017 年度のものである。 
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3.4 2017 年度 
1) 配付資料 











































































図 5 Moodle による投票・ディスカッション資料例 
 














ある。第 1 回の受験直後に第 2 回の受験をする者 





結果を集計し、グラフで公表した。2017 年度は受講生が Moodle に投票し、受講生は投














[1] 大学 ICT 推進協議会（AXIES）ICT 利活用調査部会「高等教育機関における ICT の
利活用に関する調査研究（別添 1）機関種別回答結果」2015 年 
[2] 「学校図書館司書教諭講習規程の一部を改正する省令について（通知）」（平成 10 年
3 月 18 日付 文初小第 80 号） 
[3] 「福岡女子大学 Moodle 簡易マニュアル」PDF ファイル,福岡女子大学 Moodle 
（https://moodle.fwu.ac.jp/）2017.12.20 参照 
[4] 大学 e ラーニング協議会,日本リメディアル協会監修「大学における e ラーニング活
用実践事例集：大学における学習支援への挑戦 2」ナカニシヤ出版,2016 年 
[5] 日本ムードル協会（https://moodlejapan.org/）2017.12.20 参照 
